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Abstract: The mineralogy and occurrence of Taishu toseki which is mined as ａ raw material for

sanitary ware and insulator at Azu in the Tsushima Shimoshima Island, Nagasaki Prefecture,

have been investigated. The toseki was formed by hydrothermal alteration of quartz porphyry

of Miocene age. The altered quartz porphyry is well jointed in the direction of N40° Ｗ strike and

ａ vertical dip. The alteration products are abundant along the joints and are concentrated in

white or green spots scattered in the toseki ores｡

　　Ｂyχ-ray diffraction of feldspar in the toseki ores, the alteration products have been identi-

fied as albite and orthoclase, while residual crystals are oligoclase. Sericite, kaolin mineral

(halloysite), smectite, chlorite, interstratified chlorite/vermiculite, quartz and calcite are also

found as the major hydro thermal products.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　長崎県下県郡厳原町の周辺には，白色の粘土と岩石が産出し，対州白土および対州陶石として知

られている．対州白土は耐火物や衛生陶器の原料として，対州陶石は衛生陶器，碍子，粕薬などの

原料として，大正時代初期より利用されてきた．現在，白土は既に枯渇に近い状況にあるが，陶石

は八重島窯業原料株式会社の阿須鉱床(第１図)で盛んに採掘されている．このたび，阿須鉱床と

その鉱石構成鉱物について検討を行ったので，概要を報告したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地質および鉱床

　対州陶石鉱床は長崎県対馬下島の東部に存在する．対馬下島の地質は，漸新世～中新世前期の対

州層群と，これに貫入した中新世中期の花尚岩ストックおよび酸性火山岩類からなるし6).下島東
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部に分布する岩床状の石英斑岩中に

は，北東一南西方向に約5 km. 北西一

南東方向約1.5kmの細長い範囲にわ

たって，熱水変質作用により白色化

した地域が点在し，対州陶石・対州

白土の鉱床群となっている7｀lo).そ

の中央部付近に位置する阿須地域に

は良質の陶石が分布し，陶石の採掘

は昔からこの付近で多く行われてき

た．

方

　現地調査は1989年に行った．阿須

鉱床の各所から種々の鉱石を採集し，

Ｘ線粉末法により構成鉱物を調べた．

また，薄片による顕微鏡観察を行っ

た．代表的な試料については，粗砕

分散後，沈降法による粒径分別を行

い，Ｘ線回折により検討した．また，

膨張性粘土鉱物を識別同定するため

に，エチレングリコール処理による

Ｘ線底面反射の変化を調べた．

結 果
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第yl図=∇対州陶石鉱床……(阪f須鉱山)の位置

　阿須鉱床は，石英斑岩体の中にあ　　　　　　‥‥‥=……==　ノ　　べ

る北西一南東方向約250 m,北東－　　　　　　‥‥‥‥‥‥:　■　■■■　　　■■

南西方向約250 m,高度約40mにわたる陶石(白色,に変質した石英斑岩)の露天採掘場になっている

(第２図一1).走向N40°Ｗ前後でほぼ垂直の節理が多く発達しでおり，特に鉱床の西半部(第２図一

↓の左半部)に多いにの一定方向の節理にはカオ丿ン鉱物,lセ丿サイ下，スメクタイトなどから

なる白色粘土が充填されていたり(第２図一3)，緑泥石，方解石↓=水晶などが晶出している(第２図

皿)．節理の密集しているところや節理の近くで石英斑岩の変質が激しいﾚまた，陶石中には緑色，

褐色，白色の部分がしばしば斑点状に散在する(第2ﾉ図一2)ン==これらの斑点は，顕微鏡的なサイズ

から径５ｃｍに達するものまであり，後述の変質鉱物が濃集じている=･．但し，緑色ないし褐色の斑点

は，焼成に際して着色の原因となり，窯栗原料としでの品質を下げる.l対州陶石の熱水変質作用は，

これらの節理と緑色や白色の斑点を中心に進んでいるレ犬　＝　ト　ユ　ケ

　対州陶石に含まれる長石のＸ線粉末パターンを第３図に示すけ対りヽﾄ|陶石は，偏光顕微鏡下で，

全体的に原岩(石英斑岩)中の石英と長石を残存しているﾚのが観察されるがレ残存長石の多い試料

は灰曹長石の回折パターンを示す(第３図一3).一方，セリサイし卜や緑泥石類七共に集合して斑点

状をなす熱水変質作用による生成物は，曹長石と正長石であ:る(第:3図一2√1)J曹長石と正長石は

鉱床(第２図一1)の東半部に多く産する．　　　　　　　　＝　し
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第２図　野外写真

　１：阿須鉱山全景(南南東から北北西方向へ撮影)．２：陶石中に緑色の変質物が散在している．

　３：陶石中の節理を白色粘土が充填している．　４：一定方向の節理に緑泥石類,方解石,石英などが晶出している．
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第３図　長石のＸ線粉末パターン
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１：陶石中の褐色変質物(Ｔｓ 50, 10-20μｍ)よ２ ：陶石申の白色変質物(Ts 60, 10-20μｍ)

3:陶石中の残存長石(Ｔｓ 56, 20-40μｍ)，

Ｋ:正長石．Ａ：曹長石．０：灰曹長石．Ｑ：石英．Ｍ ：セリサイト．
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第４図　対州陶石中の粘土鉱物のＸ線粉末パターン(定方位試料)

　１：柔らかい(白土に近い)陶石(Ｔｓ42,＜2μm). 2:白色陶石(Ts56,く２μｍ)．

　３：陶石中の緑色変質物(Ｔｓ 36, 5-10μｍ).　　　4 : 陶石中の褐色変質物(Ｔｓ 20,＜2μｍ).

　ＵＴ:未処理．ＥＧ：エチレングリコール処理．Ｋ：カオリン鉱物．Ｍ：セリサイト．

　Ｓ：スメクタイト．Ｃ：緑泥石．Ｖ：緑泥石/バーミキュライト混合層鉱物．Ｑ：石英にＦ：長石．
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　対州陶石に含まれる粘土鉱物の定方位Ｘ線粉末パタッンを第ﾚ4図に示す．対州陶石は一般的に

石英と斜長石を主成分鉱物とし，粘土鉱物としてセリサイ斗=を含む(第４図一1,2).また，セリサ

イトは，緑泥石，方解石，曹長石などと共に，緑色や白色の斑点中ﾉに濃集している(第４図一3,第３

図一2).セリサイトのＸ線底面反射はシャープで√10Å反射のｄ値がエチレングリコール処理によ

りほとんど変化しない．混合層でない２八面体雲母が大部分で，ポリタイプは３訂1しか確認でき

なかった．２八面体型スメクタイトも陶石中にしばしば含まれている=(第４図一2,1).カオリン鉱

物は陶石や白土に含まれる重要な粘土鉱物であるい第４図丿にみられる7.3Å反射は，試料採集か

ら回折実験の間に層間水が脱水したハロイサイトによるもの=であるが，カオリナイトも少量含まれ

ている可能性がある．また，エチレングリコール処理によﾉる:10.9Å反射は，層間水が脱水しなかっ

たハロイサイトによるものである．カオリン鉱物(パロ子サイト)は，鉱床の西半部に，節理を充

填する白色粘土として，また，節理が密集した箇所の柔らかい陶石(第４図一1ト中に産し，阿須陶

石鉱床に隣接して西側には，対州白土(ハロ不サ不卜一石英粘土yの採掘跡がある. FeMg緑泥石

(第４図一3)と緑泥石/バーミキュライト混合層鉱物(第j4図ベドは,＼阿須鉱床の中央部から東部に

かけて，節理や緑色ないし褐色の斑点に濃集している.し　　　　　ト　　し

　その他，節理を充填する熱水生成物として，石英，方解石，方鉛鉱に白鉛鉱，東沸石が認められ

た．また，石英斑岩体上部の，対州層群と接触する部分やその近傍には電気石が生成しでいる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめお,よび考察　‥‥　‥‥‥　　し

　対州陶石は，熊本県天草陶石や佐賀県泉山陶石のような白色磁器の主原料として使われるセリサ

イト質の陶石11ぺとは，性質がかなり異なる．原岩中の石英と灰曹長石を残存する白色の弱変質岩

で，準陶石とも呼ばれるものであるが，上述の陶石に比べて高温型の熱水変質作用を受けており，

2訂1セリサイト，２八面体型スメクイト, FeMg緑泥石，緑泥石/バーミキュライト混合層鉱物な

どの粘土鉱物の他に，石英，曹長石，正長石，方解石などが生成している．また，ハロイサイトが，

阿須陶石鉱床では走向N40°Ｗで垂直の方向に発達する節理の中や節理の近くの柔らかい陶石中に

含まれている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し＼

　対州白土(ハロイサイト粘土)の鉱床は，現在ではその採掘跡しか見られないが，阿須地域より

北東側に多く分布し，また，石英斑岩と一部は対州層群中に, N40°Ｗ方向の節理に並行に伸長発

達する7･8).石英斑岩を陶石化した熱水変質作用の後，一定方向に発達する節理に沿った上昇熱水

により，激しいハロイサイト化変質作用があったよことが推定される．対州陶石・対州白土を生成し

たこれらの熱水変質作用は，石英斑岩の活動に伴うものであ1ると考えられるが，対馬下島の厳原地

域よりやや南西部の花尚岩活動5)および西部の鉛・亜鉛鉱脈の生成14, 15)とも関連した可能性がある．
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